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【目的】
　職員に向けた次年度予算編成の周知については、従来から形式的な
情報伝達であること、また、職員の経営意識の醸成面が未だ過渡期
であることから、職員の反応や理解度を把握することは困難であると
考える。
　この点を踏まえて、近年における新たな取り組みとして、報告させて
いただくものである。
【方法】
１　幹部職員研修会による決算・予算の基調報告（予算の特色を説明）
２　事務部門における院内業務伝達講習会の開催（会計業務の説明）
３　事務系職員集会による当面の課題認識（事務部の果たすべき役割
の周知）
【結果】
　上記１、２についてはアンケ トー等から次の所感を把握することがで
きた。
１　経営面が危機的状況である点については決算見込等の数値から
明確であるが、職員の多くが危機感を持っていないことが判明した。
２　資金の流れに関する知識が得られたこと、また、自身の行動が収
益に繋がるものと意識づけられたとの評価を得ることができた。
　上記３については事務部における試行的な取り組みであったが、次
年度に向けた方針等を思考するうえで有用な機会となった。
【結語】
　当院では平成22年度以降２年連続黒字決算となったが、本院増改
築工事における新診療棟完成に伴う臨時的支出の増大、医療圏におけ
る競争激化と考えられる入院患者数の減少により24年度において赤字
決算は免れない状況である。
　しかしながら、この結果に至るまでの早い段階で決算見込を提示す
ることで、大幅な赤字の回避に繋げ得る可能性もあり、今後留意した
いと考える。
　また、当院においては、自身を含めて事務職員であっても財務のス
ペシャリストは皆無である故に、理解しやすい会計の仕組み、数値だ
けに依存しない視覚的かつ直感的なインパクトを与え得る資料作成の
必要性を実感している。
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